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キエフ・モヒーラアカデミー国立大学人文学部歴史学科准教授。博報財団・
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ター 特任研究員。

＜概要＞
　自動車は高い社会的なステイタスの象徴で
ありながら〈男性的な〉象徴でもある。女性
向けの自動車マーケティングは、日本ではい
つ始まったのだろうか。雑誌広告のうえでは、
1950 年代後半に自動車会社は女性のことを
気にしはじめる。
　このワークショップでは、戦後日本社会史
において、経済的発展と消費文化の関係、イ
デオロギー的な影響などを考えながら、広告
で紹介された女性の社会規範、生き方などを
検討したい。また女性の行動範囲を広げた車
について、その役割の現在と過去について触
れてみたいと思う。
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